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§１．研究実施体制 

 

（１）「大越」グループ 

① 研究代表者： 大越慎一 （東京大学大学院理学系研究科、教授） 

② 研究項目 

1．磁性金属錯体に関する研究 

(i) 新規光磁性金属錯体のボトムアップ合成 

(ii) 磁気物性と分子構造との相関 

(iii) 新規機能性の探索と高性能化 

2．磁性金属酸化物に関する研究 

(i) 新規磁性酸化物の設計とボトムアップ合成 

(ii) 磁気物性とナノ構造の相関 

(iii) 新規機能性の探索と高性能化 
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§２．研究実施の概要 
 

研究のねらい 
本研究では、磁気化学を基盤とした新機能ナノ構造物質のボトムアップ創成に関する研究を推

進している。目的としては、スピン化学および相転移現象に着目し、金属錯体磁性体の高次構造

を制御することで、新規光磁性材料の創製や、優れた磁気特性などの新規機能性を有する磁性

錯体材料の創製を目指すと共に、これらの磁気機能性に関して分子構造やナノ構造といった観

点から現象の本質に迫る。また、磁性酸化物としてはイプシロン酸化鉄（ -Fe2O3）ナノ微粒子をベ

ースとし高性能金属酸化物ナノ微粒子の創製、次世代高密度磁気記録材料や電磁波吸収体等

への展開を狙っている。 
 

研究の概要 
本課題で 2011 年に達成した世界初の光スピンクロスオーバー強磁性 (Nature Chemistry 

2011)をベースに、光スピンクロスオーバー強磁性現象と結晶構造の新規な相関現象の観測を目

指して、キラリティを導入した種々の新規光磁性体の合成を推進した。第 2 高調波発生を測定した

結果、出射光が水平偏光(0 度)と垂直偏光(90 度)の間で光スイッチングする現象の観測に初めて

成功した(Nature Photonics 2014)。また、磁性金属酸化物に関する研究として、高保磁力およ

び 超 高 周 波 ミ リ 波 吸 収 を 示 す ロ ジ ウ ム 置 換 型 イ プ シ ロ ン ‐ 酸 化 鉄 ナ ノ 磁 性 体 (Nature 
Communications 2012)について、簡便なゾルゲル法による合成を検討し、ミリ波吸収周波数の

世界記録を 222 GHz に更新することができ、ミリ波通信技術において重要視されている「大気の

窓」(35, 94, 140, 220 GHz)をすべて制覇した。このような高い周波数のミリ波を吸収・制御できる

材料は、イプシロン‐酸化鉄のみである。 
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